
3 児童の委託（在所）期間（里親委託児、養姓施設児、情緒薄青児、自立施投児、乳児院児）   

児童の委託期間または在所期間は、里親委託児、養護施設児、情緒障害児、自立施設児、乳児院児のいず   

れの場合も「1年未満」が最も多く、期間が長くなるに従い児童数が漸減している。   

また平均委託（在所）期間は、里親委託児3．9年（前回4．2年）、養護施設児4．6年（前回4．4年）、情緒障   

害児1．9年（前回1．7年）、自立施設児1．1年（前回1．0年）、乳児院児1．1年（前回0．9年）となっている。  

表3 委託期間又は在所期間別児童数  

児 童 数  構 成 割 合 （％）  

里 親  養 護  情 緒  自 立  乳 児  里 親  養 護  情 緒  自 立  乳 児  
委託児  施設児  障害児  施設児  院 児  委託児  施設児  障害児  施設児  院 児   

総  数   3，611  31，593  1，104  1，995  3，299  100．0  100．0  100．0  100．0  100．0   

1年未満  862  5，410  372  1，079  1，705  23．9  17．1  33．7  声4．1  51．7   
1年以上－2年未満  584  4，416  359  652  1，056  16．2  14．0  32．5  32．7  32．0   

2年以上－3年未満  510  3，621   160   165   418  14．1  11．5  14．5  8．3  12．7   

3年以上－4年未満  352  3，182   102   67   94  9．7  10．1   9．2   3．4  2．8   

4年以上－5年未満  318  2，582   56   21  18  1．1  0．5   

5年以上－6年未満  29  5  6  7．1  2．6  

6年以上－7年未満   143   9  4．0   6．8   0．8   

7年以上－8年未満   114  1，783   8  3．2   0．1  

8年以上－9年未満   89  1，475   5  2，5   4．7  0．5  

9年以上－10年未満   75  1，163   3  2．1   3．7  0．3  

10年以上－11年未満   68  959   1．9  3．0  

11年以上－12年未満  58  1．6  

12年以上  216   0．1  0．1   

平 均 期 間   3．9年  4．6年  1．9年  1．1年  1．1年  

注）総数には、期間不詳を含む。  
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4 児童の委託（入所）経路（里親委託児、養護施牧児、情緒障育児、自立地役児、乳児院児）   

児童の委託経路または入所経路をみると、里親委託児では「家庭から」44．3％（前回34．7％）、「乳児院か   

ら」27．0％（前回32．6％）、「児童養護施設から」19．7％（前回23．7％）が多く、養護施設児、情緒障害児、   

自立施設児及び乳児院児では「家庭から」が、それぞれ71．5％（前回74．1％）、79．8％（前回84．8％）、63．5％  

（前回65．3％）、86．2％（前回75．4％）とそのほとんどを占めている。また、自立施設児では家庭裁判所か   

らの決定によるものが、17．4％（前回17．0％）である。  

表4 委託経路又は入所経路別児童数  

総数  家 庭  乳児院  児童養護  他の児童福  里親家庭  家庭裁判  その他  不詳  

か ら  か ら  施設から  祉施設から  から   所から  から   

里親委託児   3，611  1，600   975   710   63   122   ＊   111   30  

100．0％  44．3％  27．0％  19．7％   1．7％   3．4％  3．1％  0．8％   

養護施設児   31，593  22，579  6，170   904   763   448   41   394  294  

100．0％  71．5％  19．5％  2．9％   2．4％   1．4％   0．1％  1．2％  、0．9％   

情緒障害児   1，104   881   1   174   14   30  4  

100．0％  79．8％  0．1％  15．8％   1．3％   2．7％  0．4％   

自立施設児   1，995  1，267   ＊   267   58   23   347  33  

100．0％  63．5％  13．4％   2．9％   1．2％  17．4％  1．7％   

乳児院児   3，299  2，844   60   ＊   ＊   15   ＊   375   5  

100．09‘  86．2％  1．8％  0．5％  11．4％  0．2％   

注）＊は調査項目としていない。   

「家庭裁判所から」は、入所前に生活していた場所に関係なく、保護処分により入所したことをいう。   

5 児士の就学状況（里親委託児、養護施投児、情緒陣書児、自立施毀児、母子施設児）   

児童の就学状況をみると、里親委託児及び母子施設児では「就学前」が最も多く、それぞれ34．0％（前回   

41．8％）、42．1％（前回41．2％）となっており、養護施設児、情緒障害児及び自立施設児では「中学校」が   

多く、それぞれ22．7％（前回21．4％）、40．6％（前回45．8％）、74．0％（前回76．4％）となっている。   

なお、「中学校卒」は、里親委託児16．7％（前回15．0％）、養護施設児15．4％（前回14．1％）、情緒障害   

児13・3％（前回10・5％）、自立施設児15．8％（前回1芦．3％）となっており、割合は増加している。  

表5 就学状況別児童数  

総 数  就学前  小学校  中 学 卒  不詳  

低学年  公立高校  私立高校  その他   

（1～3）   

里親委託児   3，611  1，228   637   562   569   370   141   93   

100．0％  34．0％  17．6％  15．6％  15．8％  10．2％   3．9％   2．6％  0．3％   

養護施設児   31，593  6，388  5，831  7，083  7，161  3，519   961   399   251  

100．0％  20．2％  18．5％  22．4％  22．7％  11．1％   3．0％   1．3％  0．8％   

情緒障害児   1，104   3   145   361   448   107   21   19  

100．0％   0．3％  13．1％  32．7％  ・40．6％  9．7％   1．9％   1．7％   

自立施設児   1，995  18   185  1，476   85   17   213   

100．0％  0．9％  9．3％  74．0％  4．3％   0．9％  10．7％  0．1％   

母子施設児   6，552  2，759  1，304  1，155   798   235   81   51   169  

100．0％  42．1％  19．9％  17．6％  12．2％   3．6％   1．2％   0．8％  2．6％   
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6 児童の心身の状況（里親委託児、養護地役児、情緒情事児、自立施投児、乳児院児、母子施股児）   

児童の心身の状況については、里親委託児、養護施設児、情緒障害児、自立施設児、乳児院児及び母子施   

設児において「障害等あり」の割合が、それぞれ18．0％（前回12．6％）、23．4％（前回20．2％）、70．7％（前   

回59．5％）、35．4％（前回27．3％）、32．3％（前回30．4％）、16．3％（前回12．5％）となっており、いずれ   

も増えている。  

表6 心身の状況別児童数  

総 数  障害等  障害等あり内訳（重複回答）  

あり       身 体  肢 体  視聴覚  号 室昆 l：コ ロlコ  知 的  て ん  ADI廿  LD  広汎  その他  

虚 弱  不自由  障 害  障 害  障 害  か ん  性発  

達障  

害   

里親委託児  3，611   649  95   25   34   27  239   26  55  18  74   150  

100．0％  18．0％  2．6％  0．7％  0．9％  0．7％  6．6％  0．7兎  1．5％  0．5％  2．0％  4．2％   

養護施設児  31，593  7，384  753  131  246  411  2，968  391  791  343  815  2，314  
100．0％  23．4％  2．4％  0．4％  0．8％  1．3％  9．4％  1．2％  2．5％  1．1％  2．6％  7．3％   

情緒障害児  1，104   781   7   5   3   4  118  23  131  35  186  496  

0．4％               100．0％  70．7％  0．6％  0．5％  0．3％   10．7％  2．1％  11．9％  3．2％  16．8％  44．9％   

自立施設児  1，995   707   19   6   186   31  179  63  146  263  

100．0％  35．4％  1．0％  0．3％  0．6％  0．6％  9．3％  1．6％  9．0％  3．2％  7．3％  13．2％   

乳児院児  3，299  1，067  674  106   94   101   183   61   7    30  284  

100．0％  32．3％  20．4％  3．2％  2．8％  3．1％  5，5％  1．8％  0．2％  0．9％  8．6％   

母子施設児  6，552  1，067  223   27   29   64  246   54  86  67  123   397  

100．0％  16．3％  3．4％  0．4％  0．4％  1．0％  3．8％  0．8％  1．3％  1．0％  1．9％  6．1％   

7 児童の種患偵向（里親委糀児、♯護施設児、情緒陣書児、自立施毅児、乳児院児、母子施投児）   

児童の羅患傾向をみると、「罷患傾向あり」が里親委託児で14．0％（前回15．9％）、養護施設児で20．0％   

（前回20．1％）、情緒障害児で23．6％（前回25．5％）、自立施設児で20．8％（前回15．9％），乳児院児で61．5％   

（前回66．8％）、母子施設児で32．4％（前回32．0％）となっており、特に、自立施設児で増加しており、乳   

児院児で減少している。  

表7 離患傾向別児童数  

総 数  篠患傾向  羅患状況内訳（重複回答）  

あり       ひきつけた  下痢を  よく熱を  風邪を  湿疹が  その他  

ことがある  しやすい  だ す  ひきやすい  出やすい   

里親委託児   3，611   505   31   15   60   147   90   214  

100．0％  14．0％   0．9％   0．4％   1．7％   4．1％   2．5％   5．9％   

養護施設児   31，593  6，319   342   531   879   2，016  1，369  2，420  

100．0％  20．0％   1．1％   1．7％   2．8％   6．4％   4．3％   7．7％   

情緒障害児   1，104   261   7  26   16   52   52   142  

100．0％  23．6％  0．6％  2．4％   1，4％   4．7％   4．7％  12．9％   

自立施設児   1，995   414   8   41   36   75   105   193  

100．0％  20．8％   0．4％   2．1％   1．8％   3．8％   5．3％   9．7％   

乳児院児   3，299  2，030   190   281   717   1，069   583   568  

100．0％  61．5％   5．8％   8．5％  21．7％   32．4％  17．7％  17．2％   

母子施設児   6，552  2，124   168   272   559   1，196   235   541  

100．0％  32．4％   2．6％   4．2％   8．5％   18．3％   3．6％   8．3％   
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8 特に指導上留意している点（里親委簡児、養轍児、情端障害児、自立施政児、母子地役児）   

特に指導上留意している点については、全員が「留意している点あり」と答えている。   

「心の安定」を留意点としてあげているのは共通している傾向であるが、里親委託児では次いで「里親と   

の関係」35．5％、養護施設児では「家族との関係」53．7％、情緒障害児では一番が「家族との関係」67．2％、   

次いで「友人との関係」61．7％、自立施設児では「社会規範」56．6％及び「家族との関係」55．0％、母子   

施設児では「家族との関係」41．1％などが多くなっている。  

表8－1特に指導上留意している点別児童数  

総 数  留意し  留 意 点（重複回答）  

ている         心の安定  友人との  家族との  学習の興  しつけ  心理的  社会  職 員  

点あり  関 係  関 係  味・関心  対 応  規範  （里親）  

との関係   

里親委託児   3，611  3，611   1，733   641   716   741  1，024   237  336  1，283  

100．0％  100．0％  48．0％  17．8％  19．8％  20．5％  28．4％  6．6％  9．3％  35．5％   

養護施設児  31，593  31，593  21，146  12，170  16，956  11，025  12，101  5，743  6，517  10，090  

100．0％  100．0％  66．9％  38．5％  53．7％  34．9％  38．3％  18．2％  20．6％  31．9％   

情緒障害児   1，104  1，104   657   681   742   343   254   504  275   407  

100．0％  100．0％  59．5％  61．7％  67．2％  31．1％  23．0％  45．7％  24．9％  36．9％   

自立施設児   1，995  1，995   1，232   943  1，097   665   561   290  1，129   626  

100．0％  100．0％  61．8％  47．3％  55．0％  33．3％  28．1％  14．5％  56．6％  31．4％   

母子施設児   6，552  6，552  3，647  2，344  2，690  1，624  2，226   796  745   975  

100、0％  100．0％  55．7％  35．8％  41．1％  24．8％  34．0％  12．1％  11．4％  14．9％   

（表8－2につづく）  

表8－2 特に指導上留意している点別児i数  

留 意 点（重複回答）  

思いやり  将来設計  男女交際  自主性  

積極性   対応   

安定   

里親委託児   545   417   91   334  362   295   138   181   123  169  

15．1％   11．5％  2．5％  9．2％  10．0％  8．2％  3．8％  5．0％   3．4％  4．7％   

養護施設児  10，761   4，854  2，376  6，609  12，000  6，440  2，869  2，107  1，158  2，789  

34．1％   15．4％  7．5％  20．9％  38．0％  20．4％  9．1％  6．7％   3．7％  8．8％   

情緒障害児   181   162   103   244  552   290   74  207   28  206  

16．4％   14．7％  9．3％  22．1％  50．0％  26．3  6．7％  18．8％   2．5％  18．7％   

自立施設児   547   399   宰28   441   733   354   100  213   107  387  

27．4％  20．0％  11．4％  22．1％  36．7％  17．7％  5．0％  10．7％  5．4％  19．4％   

母子施設児   1，939   375   115   853  1，492   992   156  242   49  452  

29．6％   5．7％   1．8％  13．0％  22．8％  15．1％  2．4％  ．3．7％  0．7％  6．9％   
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9 学兼の状況（里親委託児、養護施股児、情桶僻事児、自立施股児、母子施投児）   

学業の状況については、里親委託児、養護施設児及び母子施設児では「特に問題なし」が最も高く、その   

割合はそれぞれ43．9％（前回37．6％）、47．8％（前回46．2％）、45．4％（前回41．3％）となっているが、情   

緒障害児及び自立施設児では「遅れがある」が最も高く、その割合はそれぞれ53．4％（前回57．0％）、64．0％  

（前回66．9％）となっている。  

表9 学兼の状況別児童数  

総 数   すぐれている  特に問題なし  遅れがある   不 詳   

里親委託児   3，611   175   1，587   573   1，276  

100．0％   4．8％   43．9％   15．9％   35．3％   

養護施設児   31，593   1，231   15，097   8，661   6，604  

100．0％   3．9％   47．8％   27．4％   20．9％   

情緒障害児   1，104   20  484   590   10  

100．0％  1．8％  43．8％   53．4％   0．9％  

自立施設児   1，995   82  599   1，277   37  

100．0％  4．1％  30．0％   64．0％   1．9％  

母子施設児   6，552   233   2，976   997   2，346  

100．0％   3．6％   45．4％   15．2％   35．8％   

10 通学状況（里親委託児、養複施設児、情緒博幸児、母子施設児）   

通学状況については、里親委託児、養護施設児、情緒障害児及び母子施設児ともに「普通に通学」が最も   

多く、その割今はそれぞれ61・9％（前回54・4％）、75・8％（前回73・0％）、89・6％（前回82・8％）、50・1％   

（前回51．4％）となっている。  

表10 通学状況別児童数  

総 数   普通に通学   欠席しがち   不 詳   

里親委託児   3，611   2，235   88   1，288  

100．0％   61．9％   2．4％   35．7％   

養護施設児   31，593   23，937   1，025   6，631  

100．09‘   75．8％   3．2％   21．0％   

情緒障害児   1，104   989   98  17  

100．0％   89．6％   8．9％  1．5％  

母子施設児   6，552   3281   938   2333  

100．0％   50．1％   14．3％   35．6％   
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